
なぜ新田開発が必要だったのか、どのように開発して、
その後新田はどうなったのか？

今いる場所は「横浜村」？「横浜スタジアム」は入海の中？？？
地形の様子を確かめに行こう！

堤の大きさを確認したら、実際に道具を使ってみよう！
どのような気持ちで運んでいたのかな？

新田開発  開港後「横浜村」から「都市横浜」へ1

昔は入海?!今の地形を確かめよう！2

堤の大きさは？「もっこ」や「天秤棒」を担いで重さを体感3

「吉田新田の開発」からその後の様子までを

博物館スタッフが解説します!

 ※晴天時は、当館「中庭」で昼食をとることができます。

　 雨天時は、当館に隣接する横浜情報文化センター1階の情文プラザを、空きがある場合に限り、昼食場
    所として使用できます（3か月前から受付・最大120人程度・無料）。ご利用につきましては、直接、
    情文プラザのご担当者様（℡：045-664-3737　平日9:00～17:00）へご連絡ください。

改正銅版横浜地図（部分）

基本のタイムテーブル

 １０：００～１０：５０　挨拶＋博物館マナー（５分）
                                      解説＋体験（４５分）
  １１：００～１１：３０　館内見学等
  １１：３０～　　　　　　昼食・退館

申込・問い合わせ先

◎令和７年度の受入日
　令和７年４月８日（火）から令和８年３月31日（火）までの、火曜日・水曜日・金曜日。
　※午前のみ。月曜が祝日の場合、翌日の火曜日は休館日のため受入れできません。
◎受入上限クラス数
　１日あたり３クラスまで　※４～６クラスは２日間に分けて２～３クラスずつ受入れ可能です。
◎申込方法
　ご予約は、令和７年４月１日（火）から、お電話にて受け付けます。
　電話での日程確定後、当館ホームページより「小４解説付き見学利用申込書」をダウンロードしてい
　ただき、必要事項をご記入のうえ、FAXにてお送りください。
　当館にてFAXを受信したことをもちまして、お申込み完了となります。
　電話番号：０４５－６６３－２４２４
　FAX番号：０４５－６６３－２４５３

　＊申込後、必ず事前に下見をお願いいたします。下見の日時のご予約はお電話にて承ります。
　＊横浜市内の小学校が当館を利用される場合は、観覧料は無料です。
　教職員の方が下見をされる場合も、観覧料が無料となります。
　ご来館時に、1階総合受付で下見の旨をお申し出いただき、「来館者カード」に学校名と先生のお名前
　をご記入ください。

解説概要（45分程度）



開館時間　９：３０～１７：００（入館は１６：３０まで）　

休館日　　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は次の平日）
　
観覧料　　各施設 大人200円 （団体160円）　子ども100円 （団体80円） 　

横浜都市発展記念館ホームページ　

　http://www.tohatsu.city.yokohama.jp/

横浜ユーラシア文化館ホームページ　

　http://www.eurasia.city.yokohama.jp/

アクセス

・　横浜高速鉄道みなとみらい線　

               「日本大通り駅」３番出口すぐ

・　横浜市営地下鉄ブルーライン　

               「関内駅」から徒歩１０分

・　JR京浜東北線・根岸線　

               「関内駅」から徒歩１０分

最寄り駅は「日本大通り駅」「関内駅」


